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第
四
十
一
回
社
会
資
本
整

備
審
議
会
住
宅
宅
地
分
科
会

（
分
科
会
長
・
浅
見
泰
司
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
）
が
九
月
三
十
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
三
号
館
特
別
会
議
室
で

同
省
は
昨
年
七
月
に
ま
と

め
た
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

「
能
動
的
水
環
境
管
理
の
実

現
」
を
中
期
目
標
に
流
総
大

改
革
な
ど
を
提
案
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
流
域
別
下
水
道
整

備
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
指

開
か
れ
た
。
既
存
住
宅
ス
ト

ッ
ク
の
現
状
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
居

住
ニ
ー
ズ
の
実
現
に
向
け
て

議
論
を
繰
り
広
げ
た
。
居
住

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
性
能
・
面

積
・
立
地
の
住
宅
を
確
保
で

針
の
大
改
訂
と
下
水
道
法
施

行
規
則
の
改
正
を
行
い
、
水

質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
時
間
・

空
間
の
四
つ
の
軸
か
ら
な
る

四
次
元
流
総
の
策
定
を
求
め

て
い
る
。

ま
た
既
存
施
設
を
活
用
し

た
段
階
的
高
度
処
理
の
普
及

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
窒
素
・
リ
ン

な
ど
栄
養
塩
類
の
能
動
的
管

理
に
向
け
た
季
節
別
運
転
方

法
に
関
す
る
手
順
書
案
を
発

行
し
た
。
と
く
に
瀬
戸
内
海

き
る
よ
う
リ
フ
ォ
ー
ム
・
建

替
え
と
あ
わ
せ
て
住
み
替
え

を
促
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

年
内
に
住
生
活
基
本
計
画

（
全
国
計
画
）
の
改
定
案
を

示
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
た
う
え
で
来
年

環
境
保
全
特
別
措
置
法
が
改

国
土
交
通
省
は
九
月
三
十

日
、
平
成
二
十
年
の
前
回
調

査
か
ら
五
年
ぶ
り
と
な
る
平

成
二
十
五
年
住
生
活
総
合
調

査
結
果
を
ま
と
め
た
。
今
後

五
年
以
内
の
住
み
替
え
の
目

的
で
は
「
間
取
り
、
収
納
、

三
月
に
閣
議
決
定
す
る
。

当
日
は
「
居
住
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
住
宅
に
住
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
か
」
を
論
点
に
性
能

・
面
積
・
立
地
の
多
角
的
な

正
さ
れ
、
栄
養
塩
類
の
適
切

な
管
理
が
検
討
事
項
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
手
順
書
案
の

積
極
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ

設
備
な
ど
を
使
い
や
す
く
す

る
」
が
一
五
・
二
％
で
上
位

を
占
め
た
。
同
じ
目
的
で
最

近
五
年
間
に
実
際
に
住
み
替

え
た
世
帯
の
二
倍
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

調
査
は
平
成
二
十
五
年
住

観
点
か
ら
検
討
。
そ
の
結

て
い
る
。

同
省
は
こ
れ
ら
の
「
三
巻

の
バ
イ
ブ
ル
」
に
よ
る
取
り

組
み
に
加
え
、
下
水
道
革
新

的
技
術
実
証
事
業
（
Ｂ�
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

よ
る
技
術
開
発
、
高
度
処
理

適
用
に
よ
る
補
助
対
象
範
囲

拡
大
な
ど
の
財
政
支
援
、
ナ

レ
ッ
ジ
共
有
会
議
の
開
催
に

よ
る
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
を
総
合
的
に
組
み
合

わ
せ
て
各
地
域
に
お
け
る
水

マ
ネ
を
促
進
し
て
い
く
。

記
者
会
見
で
は
小
川
文
章

流
域
管
理
官
付
流
域
下
水
道

計
画
調
整
官
が
「
初
の
試
み

と
な
る
が
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
不
安
を
取
り
除
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
一
緒
に
解
決

宅
・
土
地
統
計
調
査
世
帯
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
八
万

五
千
三
百
二
世
帯
を
対
象
に

実
施
。
こ
の
う
ち
回
収
率
は

八
九
・
二
％
だ
っ
た
。

お
も
な
調
査
結
果
を
み
る

と
、
住
宅
・
居
住
環
境
の
満

果
、
住
み
替
え
を
促
進
し
て

い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

支
援
機
構
が
①
リ
バ
ー
ス
モ

ー
ゲ
ー
ジ
型
住
宅
ロ
ー
ン
②

子
育
て
世
帯
向
け
省
エ
ネ
賃

貸
住
宅
融
資
③
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
融

資
④
フ
ラ
ッ
ト
35
の
リ
フ
ォ

ー
ム
一
体
型
ロ
ー
ン
⑤
ま
ち

づ
く
り
融
資
―
―
な
ど
を
紹

介
し
た
。

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

三
巻
の
バ
イ
ブ
ル
や
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

四
次
元
流
総
に
つ
い
て
は

最
新
の
下
水
処
理
技
術
な
ど

を
追
加
し
た
指
針
参
考
資
料

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
年

度
内
の
第
一
号
四
次
元
流
総

の
策
定
を
支
援
す
る
。

ま
た
十
一
月
末
に
埼
玉
県

で
段
階
的
高
度
処
理
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

を
加
え
た
ナ
レ
ッ
ジ
会
議
を

開
催
し
、
未
導
入
都
市
へ
の

水
平
展
開
を
め
ざ
す
。

十
二
月
に
は
兵
庫
県
で
季

節
別
運
転
管
理
実
施
都
市
な

ど
に
よ
る
初
め
て
の
ナ
レ
ッ

ジ
共
有
会
議
を
開
催
す
る
考

え
だ
。

足
度
は
七
七
・
二
％
と
過
去

三
十
年
で
も
っ
と
も
多
か
っ

た
。
住
宅
の
満
足
度
が
七
四

・
二
％
、
住
宅
の
周
囲
の
居

住
環
境
の
満
足
度
が
七
二
・

○
％
で
住
宅
の
満
足
度
が
初

め
て
居
住
環
境
の
満
足
度
を

上
回
っ
た
。

最
近
五
年
間
に
実
施
し
た

住
み
替
え
の
目
的
で
は｢

親
、

子
な
ど
と
の
同
居
・
隣
居
・

近
居
」
が
一
○
・
六
％
で
過

去
最
高
と
な
っ
た
。
平
成
二

十
年
の
前
回
調
査
か
ら
倍
増

し
て
い
る
。

今
後
五
年
以
内
の
住
み
替

え
の
目
的
で
は
「
親
、
子
な

ど
と
の
同
居
・
隣
居
・
近

居
」
が
一
七
・
七
％
で
も
っ

と
も
多
い
。
こ
れ
に
「
間
取

り
、
収
納
、
設
備
な
ど
を
使

い
や
す
く
す
る
」
が
続
い
て

お
り
、
同
じ
目
的
で
最
近
五

年
間
に
住
み
替
え
た
世
帯
の

七
・
三
％
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
る
。
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小川調整官

住宅宅地分科会で論議

国
土
交
通
省
は
九
月
三
十
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
下
水
道
部
で
記
者
会
見
を
開
き
、
四
次
元
流
総
・
段
階

的
高
度
処
理
・
季
節
別
運
転
管
理
を
柱
と
し
た
能
動
的
水
環
境
管
理
（
水
マ
ネ
）
を
始
動
す
る
と
発
表
し
た
。

「
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
調
査

指
針
と
解
説
」
、
「
既
存
施
設
を
活
用
し
た
段
階
的
高
度
処
理
の
普
及

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
、
「
下
水
放
流
水
に
含
ま
れ
る
栄
養
塩
類
の
能
動
的
管
理
の
た
め
の
運
転
方
法
に
係
る
手
順

書
案
」
を
「
三
巻
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。
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